
《
解
説
》

三
谷
恵
子

¥リ

ェ
ン
コ

・
イ
ェ
ル
ゴ
ヴ
イ

y
チ

喜」叩コ
T
O
し
由
「
G
O
くふ

一
九
六
四
年
サ
ラ
エ
ヴ
ォ

生
ま
れ

の
ク

ロ
ア
チ

ア
系
ボ
ス
ニ
ア
人
作
家
。
ボ
ス
ニ
ア
戦
争
が
激
化

す
る
一
九
九
三
年
ま
で
サ
ラ
エ
ヴ
ォ
で
暮
ら
し
、

以
後
は
ク
ロ
ア
チ
ア
の
ザ
グ
レ
プ
に
住
ん
で
文
芸

作
品
を
発
表
す
る
ほ
か
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し

て
も
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。
ボ
ス
ニ
ア
出
身

の
現
代
作
家
で
は
、
ア
メ
リ
カ
在
住
の
ア
レ
ク
サ

ン
ダ
ル
・
ヘ
モ
ン
と
並
ん
で
欧
米
圏
で
も
っ
と
も

知
名
度
が
高
い
。
最
初
の
短
編
集

『
サ
ラ
エ
ヴ
ォ
・

マ
l
ル
ボ
ロ

』

'
ぜ
お
も
き
さ
き
C

(

一
九
九
四
年
)

で
作
家
と
し
て
の
評
価
を
確
立
し
た
。

以
後
、
主

に
故
郷
ボ
ス
ニ
ア
の
現
代
や
歴
史
に
題
材
し
た
作

品
を
発
表
し
て
い
る
。

一
人
称
の
語
り
で
進
め
ら
れ
る

『
マ
マ
・
レ
オ

ネ』

き
さ

hSHU(
一
九
九
九
年
)
(
英
訳
ミ
s
s
h
a
M市

[ω↓き
↓
o
z
p
g一応(↓「
O
B・)
]
二
O
一
二
年
秋
刊
行
子

{
え
)
は
、
主
人
公
が
生
ま
れ
て
か
ら
成
人
に
な
る
ま

で
の
聞
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
独
立
し
た
短
編
で

綴
っ
た
も
の
で
、
一
人
の
人
間
の
成
長
と
と
も
に
、

ユ
l
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
が
戦
争
を
経
て
消
失
に
至
る

盗み(ボスニア)解説

ま
て
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
『胡
桃
の
館
』
守
口
ミ

ミ
Q
き
(
ニ

O
O
三
年
)
は
、
ド

ゥ
ブ

ロ
ヴ
ニ

ク
の
あ

る
一
家
を
中
心
と
し
た
長
編
小
説
だ
が
、
話
は
二

O
O
一
年
か
ら
始
ま
っ
て

一
八
七
八
年
で
終
わ
る

形
式
を
と
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
よ
る
ボ
ス
ニ
ア

統
治
の
時
代
か
ら
ニ

O
世
紀
の
三

つ
の
戦
争
を

へ

て
二
一
世
紀
に
至
っ
た
ボ
ス
ニ
ア
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ

ヴ
ィ
ナ
の
物
語
と
も
な
っ
て
い
る
。
『ル

タ
・
タ
ン

ネ
ン
パ
ウ
ム
』
き
ミ
ミ
雪
ぎ
当
(ニ

O
O
六
年
)
(
英

訳
き
守
安
富
る
ぎ
き
[
印
喜
志
コ
ロ
口
歪
(↓「Q
B・)・
ニ
O
一

一
年
]
は
、
第
二
次
大
戦
前
の
ザ
グ
レ
ブ
を
舞
台
に
、

ユ
ダ
ヤ
系
家
族
と
主
人
公
ル
タ
・
タ
ン
ネ
ン
パ
ウ

ム
の
短
い
生
涯
を
語
っ
た
も
の
で
、
俗
語
的
な
表

現
を
多
様
し
な
が
ら
、
当
時
の
サ
グ
レ
プ
の
雰
囲

気
を
材
体
と
さ
せ
る
情
景
描
写
を
作
り
出
し
て
い

λ
“。訳

出
し
た

「盗
み
」
を
含
む

『
サ
ラ
エ
ヴ
ォ
・

マ
|
ル
ボ
ロ

』
は
、
新
聞
や
雑
誌
な
ど
に
個
別
に

掲
載
さ
れ
た
ニ
十
九
の
短
編
を
ま
と
め
た
も
の
で
、

い
ず
れ
の
作
品
も
、
ご
く
ふ

?
7
の
人
間
の
生
活

の
断
片
を
、
時
に
皮
肉
と
哀
愁
を
こ
め
て
、
時
に

や
や
感
傷
的
に
、
あ
る
い
は

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
、
あ

る
い
は
さ
り
げ
な
く
残
酷
に
ス
ケ
ッ
チ
し
た
も
の

で
あ
る
。
長
年
の
隣
人
が
突
然
敵
に
変
わ
り
、
正

常
と
異
常
が
限
り
な
く
混
ざ
り
あ
っ
た
ボ
ス
ニ
ア

戦
争
を
背
景
に
書
か
れ
た
こ
れ
ら
の
作
品
を
通
し

て
読
む
と
、
こ
の
戦
争
を
実
体
験
し
た
作
家
の
、

祖
国

へ
の
憂
愁
と
愛
着
が
に
じ
み
出
て
く
る
よ
う

な
短
編
集
で
あ
る
。

自
ら
の
半
生
を

「失
わ
れ
た
故
郷
へ
の
道
」
と

語
る
作
家
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
通
し
て
ボ
ス

ニ
ア
や
ク
ロ
ア
チ
ア
の
政
治
や
戦
後
処
理
の
あ
り

方
な
ど
を
鋭
〈
批
判
し
な
が
ら
、
文
学
者
と
し
て

「幸

い
に
し
て
ま
た
不
幸
に
し
て
、
文
学
は
現

は代
社
会
に
何
の
影
響
力
も
持
た
な
い
」
と
い
う
「健

全
な
」
考
え
の
も
と
、
独
自
の
語
り
の
ス
タ
イ
ル

の
模
索
を
続
け
て
い
る
。
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